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第 3章 ジョブ・クラフティングの先行研究 
3-1 ジョブ・クラフティング研究の概要 























































5-4-2 第 5章における研究の課題 













































 本論文は、第 1章から第 8章で構成されている。その概要は、以下のとおりである。 















































 第 8 章では、考察として理論的意義と実践的意義、そして研究の限界と今後の課題につ
いて述べている。理論的意義として、5点挙げている。 
 第 1 に、先行研究では、縮小的ジョブ・クラフティングについて曖昧な定義しかなされ
ていなかったが、本研究では、質的データの分析結果から貧困な仕事環境に対するコーピン
グとしての「高齢雇用者の縮小的ジョブ・クラフティング」の定義を提示している。 






 第 3に、先行研究では、Bindl et al.(2018)を除き、認知的クラフティングにおける拡張
的なものと縮小的なもの区別がされていなかったが、本研究では、モチベーションの軸足を
複数にする縮小的認知的クラフティングの存在を質的データの分析から提示している。 



































 本論文では、第 3 章までは高齢雇用者とジョブ・クラフティングに関する先行研究レビ
ューを実施したうえで、第 5 章以降で丁寧で緻密な質的調査を行っている。具体的には、
第 5章では、X社で働く男性ホワイトカラーの高齢雇用者 11名(再雇用者が 7名、役職定年
者が 4 名)のインタビュー調査、第 6 章では、大企業 11 社で働く男性ホワイトカラーの再






 第 1 は、ジョブ・クラフティング研究に関する貢献である。ジョブ・クラフティングの
既存研究においては、拡張的ジョブ・クラフティングに関する研究蓄積は進んでいるもの
の、縮小的ジョブ・クラフティングの蓄積は十分ではなく、その定義も曖昧なものにとど
まっていた。本論文は、一連の質的調査により、「高齢雇用者の縮小的ジョブ・クラフティ
ング」の定義を提示したうえで、その発現プロセスの詳細を示した。そのうえで縮小的認
知的ジョブ・クラフティングの存在についても提示している。ジョブ・クラフティングの
既存研究においては、そもそも認知的ジョブ・クラフティングの研究蓄積が少なかった。
その状況で、縮小的認知的の存在を提示したことは、ジョブ・クラフティング研究の明確
な貢献と位置づけることができよう。 
 ジョブ・クラフティングが提唱された際には、その概念は社会構成主義に基づき考案さ
れたと言明されている。にもかかわらず、その後の研究は実証的な量的調査を中心に蓄積
されてきたが、本論文は緻密に質的調査を積み上げたからこそ、こうした貢献につながっ
たと認めることができよう。 
第 2 は、縮小的ジョブ・クラフティングには、再雇用者のモチベーションの低下を防ぐ
効果があることの示唆により、理論的意義のみならず、高齢雇用者への実践的意義を有し
ていることだ。一見、縮小的ジョブ・クラフティングは、高齢雇用者が自らの仕事を縮小
させる方向で変化させていくため、モチベーションの維持にはつながらないように見える。
しかし、高齢雇用者の縮小的ジョブ・クラフティングとは、「高齢雇用者が定年などの環境
変化や身体的変化に伴い、職場の中の状況に合わせながら、業務内容・職場の人間関係・
仕事に対する認識を現役時代に比べ縮小方向に組み直す変化」と定義されていた。実は、
環境変化や身体的変化という状況を直視し、それにあわせて業務を現実的に対応可能な範
囲へと調整していくことは、モチベーションの維持につながる方略でもあったわけだ。こ
の発見も、丹念に質的データを分析したからこそ到達できたものと評価できよう。 
第 3 に、豊富な実践的意義を明らかにしていることである。ここまで述べたとおり、高
齢雇用者の縮小的ジョブ・クラフティングは個人の方略として有効なため、個人はそれを
活用することができる。また、上司が縮小的ジョブ・クラフティングを知覚できる可能性
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も示されているため、知覚できる実践として組織がそれを活用することもできる。ジョブ・
クラフティングは個人の内面だけで生じている認知的な変化ではなく、個人と他者が協働
して構成できるものである。つまり、本論文は、個人と組織の双方に実効性の高い提言を
行うことに成功していると評価できよう。 
 
 
2.2 残された課題 
 以上のように岸田氏の論文は、学術的な寄与においても、また高齢雇用者の縮小的ジョ
ブ・クラフティングに関する実践的な提言という点での寄与においても、多くの成果を認
めることができる。しかし、残された課題もある。たとえば、審査会では、次のような点
が指摘されている。 
本論文は丁寧な質的調査により、高齢雇用者の縮小的ジョブ・クラフティングの発現プ
ロセスおよび効果を明らかにしている。しかし、この発見は、あくまで日本の大企業の高
齢雇用者という特定の条件において成立したものである。こうした条件を外した場合には、
今回の発見はジョブ・クラフティング研究において、どの程度一般化できるのであろうか。
この一般化の程度を検討していくことは、世界のジョブ・クラフティング研究への貢献に
つながる。しかしながら、この課題はあくまで今後の研究の発展への期待であり、本論文
の成果をなんら損なうものではない。 
 
3 結論 
以上のように岸田泰則氏が提出した学位請求論文は、学術的な寄与においても、また政
策提言という点においても、オリジナリティと実務的な価値が認められ、博士号の授与に
値するものと考えられる。 
本論文審査小委員会は、委員全員の一致した意見として、岸田泰則氏に博士号（政策学）
が授与されるべきであるとの結論に達した。 
